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1 . 本書は、太子町鵠字斑鳩寺709に所在する斑鳩寺遺跡第5次発掘調査の概要報

告書である。

2. 発掘調査は、斑鳩寺の委託を受けて、昭和63年 8月に太子町教育委員会が実施

したもので、太子町教育委員会社会教育課三村修次• 田村三千夫が行なった。

3. 本書の執筆・編集は、田村が担当した。

4. 調査作業及び遺物整理作業には、下記の方々の協力を得ました。

柳生俊一・首藤聖• 藤井実・小野八郎・小野斉・玉田喜作•藤井昭子・森崎宏子

岩村千穂・玉田弥生
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斑鳩寺遺跡の調査 ー第 5 次調査一

① 遺跡の所在地

② 調査主体者

③ 調査担当者

④ 調査期間

⑤ 調査面積

兵庫県揖保郡太子町触字斑鳩寺709

兵庫県揖保郡太子町教育委員会

太子町教育委員会社会教育課 三村修次 田村三千夫

昭和63年 8月28日から 9月 1日まで
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l . 調査に至る経過

斑鳩寺遺勝は太子町中心部の斑鳩寺に所在する遺肘、で、 t木田川束岸の完新世

段丘上の標高14~1Sm に立地する．斑鳩寺は法隆寺領播塔国筋荘の中心となっ

た寺院で、その創建は翌徳太子によると伝えられている。しかし、実際には平

安時代後期頃に造られたと考えられ、その後、天文10(1541)年に失火により

全焼するが、円光院晶仙らの手によって再建され、今日に至っている 。

斑鳩寺遺称ではこれまで4次の調査が行われ、弥生時代前期から近世に及ぶ

遺跡が確認されているが ．今回、納経所建設工事に先立ち、埋蔵文化財確認調

査を実施した。
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第 2図 斑鳩寺遺跡発掘調査位置図
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2.  調 査 の 概 要

仁王門東の休憩所の南に 3,Om X 1, Omのトレンチを設定し、調査を行った

結果、地表から40cmの所で炭や焼土・瓦片を含む黒褐色粘質土（図 3の士層図

の (18)、以下同）、 60cmから建造物の甚壇が見つかった々また、トレンチ東

部には瓦・礫を多量に含む落ち込みが確認された。黒褐色粘質土 (18)は厚さ

24cmで、天文10(1541)年の大火に由来するものと考えられる。基壇は地山で

ある黄灰色粘砂質士 (27)上に 3層80cm土を盛ったもので、．版築はされていな

い。その位置から仁王門のものと考えられ、 2層目の灰茶色粘砂質土 (25)に

は多量の瓦が含まれる。トレンチ東部の落ち込みは黒褐色粘質土 (18)上から

始まり、深さ 115cm以上である。
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1 盛土 (f迅は砕石）

2 貨灰褐色砧質土

3 やや暗い灰閃褐色粘買土

4 やや暗い黄灰渇色粘買土

5 やや暗い貨渇色粘質土

6 やや渭い賃褐色砧質土

7 費渇色粘砂質土

8 貴褐色粘質土

9 やや暗い貴褐色粘質土（鰻を含む：

I 0 賃渇色砧質土

II やや暗い灰褐色粘質土（瓦片を含む）

12 やや暗い黄茶色粘質土（讚・瓦片を含む）

13 やや暗い黄褐色粘買土（礫・瓦片を含む）

1( やや睛い灰褐色砧質土（礫・瓦片を多量に含む）

1 S 汚れた灰渇色粘質．七

16 汚れた貴灰褐色粘質土（土師質の小皿片を含む）

17 rtい茶灰色粘砂買土（土師質の小皿片を含む）

l 8 黒褐色粘質土（瓦片を多く含む）

19 ilい黄灰褐色粘砂質土

20 やや靖い灰渇色粘砂質土（土師質の小皿片を多く含む）

Z I 滑い灰渇色粘砂質土（土師買の小皿片を多く含む）

22 貴灰茶色粘砂質土

23 灰茶色砂土

Z4'灰茶渇色粘砂質土

ZS 灰茶色粘砂質±(礫・瓦片を多く含む）

26 茶灰色砧質土

27 黄灰色砧砂質土

第3図 トレンチ南壁士層断面図
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3_ 出土遺物の概要

遺物は、落ち込み部分や黒褐色粘質士 (18)、基壇中の灰茶色粘砂質土 (25)

などから多量の瓦片や土師質の小皿片が出土したほか、備前焼• 青磁片もみつ

かっていも特に、基壇中の灰茶色粘砂質土 (25)から宝相華文軒平瓦（図 4

の 1)が出土したことは注目される。この瓦と同文、あるいは類似した瓦は大

阪•四天王寺、京都・法勝寺から出土し、それらの例から、この瓦は平安時代

後期、 11世紀第4四半期 (1076.......,1100年）頃のものと考えられる 。その他、汚

れた灰褐色粘質土 (15)から「こ］口上庄寺之頼仁JC:]」とヘラ書きされた丸瓦片

（団 4の 2)が出土している。
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第 4図 第25層出土遺物拓本・実視I]図

第 5図 出土遺物拓本 I(軒丸瓦）
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第6図 出上遺物拓本II (軒丸瓦・軒平瓦）
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第7図 出土遺物実測図

4 。まとめ

今回の調査の結果、第4次調査で一部が確認されていた仁王門の基壇につい

て、より詳しい資料が得られた。土層や遺物から、この基壇は天文10(1541) 

年の大火以前の仁王門の基壇であり、平安時代後期以降に造られたと考えられ

る。また、前回の調査に続き、平安時代後期の瓦が出土しており、これらのこ

とは、斑鳩寺の創建の時期や歴史を考える上で貴重な思量が得られたといえよ

う、
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附載 I 斑鳩寺の歴史を語る古瓦(--) • (ここ）

（広報『たいし』昭和63年9月10月号「ふるさと史話」 18.19より）
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